
 

冊子テンプレート 

A4 1P（210mm × 297mm ) 
 

 

●水色の枠線……切れてはいけない要素（文字やロゴ等）をいれる範囲 

●ピンクの枠線…仕上がりのサイズ 

●みどりの枠線…フチなし印刷にする場合、背景を伸ばす範囲 
 

★★★ ＰＤＦに変換して入稿される場合 ★★★ 

「ヘッダーフッター」画面（カーソルが矢印になる上下の余白の範囲で 

ダブルクリック）より色つきのガイド線を消してから変換してください 

冊子のデータ製作について 

・ページ数は表紙も含めた数になります 

・データは 1Pごとでも 見開きでも ご入稿頂けます 

※見開きの場合はページ順どおりにご作成ください 

・白紙のページがある場合は コメント欄にご指示ください 

理科４年 「動物のからだのつくりと運動」（７月） 

 

 

 

昆虫と自分の体の比較から生まれる自発的な｢問い｣ 

   

単元でねらうこと 

 児童は、生活科での自然観察で学校周辺に生息する昆虫や生き物を探して、そ

の生態を観察し、バッタの種類が何種類もあること、図鑑等で調べるとたくさん

の不思議があることを追究してきている。それを｢生き物〇〇〇博士｣としてまと

め、１年生に発表するなど、どの子も生き物大好き博士に成長している。   

３年理科では、昆虫の体のつくりを学習するが、昆虫の体が頭、むね、はらの３つに分かれること、脚が

６本あることはすでに２年生のとき互いに発表し合ったりしており、ほぼ既知の状態であった。 

 このような実態であれば、動物のからだのつくりを学ぶ単元導入には、２年生活科の学習や前単元の昆

虫のからだのつくりを想起し、自分の体と比較することにより、自発的な「問い」「追究」が生まれること

を期待して構想した。 

子どもが働かせるであろう見方・考え方 

〇共通性・多様性の見方 

・昆虫と動物は、節や関節で腕やあしを曲げて体を動かしている 

・人と他の動物は、骨や筋肉があり、関節を曲げることで体を動かしている。 

〇比較・関係づけの考え方 

・筋肉は緩んでいる状態と縮んでいる状態がある。（比較） 

・筋肉が縮んだり、緩んだりすることで骨が動き、腕や足が動く。（関係づけ） 

・人も動物も骨、筋肉、関節があり、それらの働きによって体を動かすことができる。（比較） 

授業の実際 

単元導入では、３年時に学習した「あしだけカード」を使って、昆虫、特にカマキリの前肢に着目するよ

うに模型を提示した。はじめに提示した「曲がらないあし模型」とその後提示した節が可動する模型を比

較することにより、カマキリがチョウを獲るときのあしの動きを再現しながら、考えることができた。す

ると、人（自分）はどのような手の動きでチョウを捕まえるかを考え、比較することで人は体のつくりが

違うこと、人はいろいろな動きができることに気づいた。それにより、もっと調べたい！という思いが高

まった。 

自分の腕やあしのつくりを追究する子どもたちは、関節を動かすには筋肉の働きがポイントであること

に気づき、このことが動物の体の動かし方へ問いを発展させることになった。自分で選んだ様々な動物の

体をしらべることで、学級の子どもたちは人と他の動物の共通性と多様性に気づき、以下のような理科日

記にまとめることができた。 

「人はほねやきん肉、関節をのばしたり、ちぢめたりして動かしている。ほかの動物たちには、人間にに

ているところとちがうところが必ずあって、人間と動物はそれぞれちがう進化をたどったと分かった。」 

主体的に問いを見いだしたことで問題解決への強い意欲を持ったまま単元を進めることができた。導入

で昆虫を用いたことで興味関心が昆虫に向いてしまうことを危惧していたが、昆虫を比較材料として、自

分の関節と節の動きの違いに着目することにより単元をとおして問題解決を繰り返すことができた。この

成果は、単元末の評価が学級平均で９割を超えたことからもわかる。       (Ｒ元滝根小 渡邊) 
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比較 

動物の体のつくりについて書かれた本や図鑑を読む（理科コーナー） 

３年時の理科で昆虫について学んだ時の写真を見て活動を思い出す。 

昆虫のあしの働きを振り返る 

脚を動かすために、節が重要な働きをしている。 

カマキリは獲物を捕

まえるためのあし バッタは大きく跳

ねるためのあし 

人間はなぜいろいろな動きができるのだろうか？ 

人間はどのように腕や脚を動かしているのか？ 

硬い部分と柔ら

かい部分がある 

腕や脚には骨と筋肉、関節がある。人の体は関節で曲がる。 

筋肉が縮んだりゆるんだりすることで、腕や脚を曲げたり伸ばしたりして、動かしている。 

体の作りはどこも腕や脚と同じかな？ 

背中の骨や顔の筋肉はどうなっているのかな？ 

腕 脚 

クワガタやカブト

ムシは喧嘩に勝つ

ための太いあし 
人はどのような動きができるか考える。 

→人はいろいろな動きをすることができる！！ 
跳ぶ支える

投げる 

腕にも脚にも骨と

筋肉がある 

曲がる部分と曲がら

ない部分がある 

腕と足の動きは似ている 

体のいろいろな部分のつくりや動き方は、どのようになっているのか？ 

骨 筋肉 
関係付け 

頭蓋骨は脳を

守っている 

肋骨は心臓など

を守っている 

表情を作る筋

肉がある 

体の動かし方によっ

て使う筋肉が違う 

人の体には、たくさんの骨があり、体を支えたり、守ったりしている。 

人の体は、骨についている筋肉が縮んだり緩んだりすることによって動く。 

ウサギ ハト ヘビ 

動物はどのように体を動かしているのか？ 

人と同じように、他の動物にも、骨、筋肉、関節があり、それら

の働きによって、体を動かすことができる。 

関係付け 

他の動物の体のつくりや動き方はどうなっているのだろうか？ 

チョウやトンボは

飛ぶための小さい

あし 
走る 

つまむ握る 

 

 

 

 単元構想図 ４年「動物のからだのつくりと運動」（総時数５時間） 
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